


就
任
ご
あ
い
さ
つ

今
金
町
議
会
議
長

こ
の
た
び
は
、
は
か
ら
ず
も
私
が

十
二
代
議
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
光
栄
で
あ
る
と

共
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
き
に
身
内

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
国

際
化
、
情
報
化
、
そ
し
て
高
齢
化
的

進
展
等
に
よ
り
、
経
済
社
会
が
大
き

〈
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
園
、

地
方
共
に
、
歴
史
的
転
換
期
に
あ
り

極
的
て
重
大
な
選
択
の
岐
路
に
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
ヲ
な
状
況
下
、
地
方
自
治

体
に
於
て
は
、
地
域
住
民
的
ニ

l
x

を
的
確
に
把
握
し
、
多
様
化
す
る
行

狭
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.民生福祉・総務文教委員長歴任

議会運営特別委員長歴任

昭和42年5月~人指擁護委員

政
需
要
に
適
切
に
対
応
し
、
個
性
型

か
な
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
築
く
こ

と
が
緊
急
円
際
題
で
あ
り
ま
す
。

我
が
町
も
し
の
び
寄
る
過
疎
に
悩

ま
さ
れ
、
基
幹
産
業
向
低
迷
に
泣
く

現
今
、
住
民
共
々
英
知
と
決
断
を
結

集
し
て
、
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る

「
、
品
る
さ
と
づ
〈
り
」
を
推
進
す
る

た
め
の
鰭
政
策
を
積
極
果
敢
に
町
政

に
反
映
す
べ
く
努
力
的
手
を
休
む
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
今
後
に
於
て
議

会
機
能
を
フ
ル
に
回
転
せ
し
め
、
町

発
展
を
期
し
、
町
民
各
位
向
負
託
に

答
え
る
ニ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
‘

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ

活力也|勧 [:，:，捕時町つω
?前 DIJ グ3 内 寄

事業区分
繍助対象経世 繍 DIJ 金 簡
l 空通11宿治官、受携 1 町長が認める補助対

料負担金テキスト参 象経費問4分的 3以内

考図書受講材料等で とする.

園内国外向 町長が思拘るも町. ただL 囲内的場合
調査研修事業 2 当抜事業に国道又 は 1人10万円以内、
及び買流事業 はそ同地問団体等かh 国外的場合は、 l人50

補助カeある場合は、当 万円以内とする固

詰補助柑当舗を使除す

る.

1 広告宜伝官総師附 l 町長が認める術DIJN

傘、f萌品官服材料官、 線経費町 4分円 3以内

惜上科役務官、光悦 とする.

水費、 m托品費等で町
イベJ ト等l梢 長が包める L町.
{量事業 2 当古書l!<;¥'iに図、直宜

はそ円他師団体布かり

補助がある2場合は 当

詰補助相当額全控除す

る。

l 縮設股{備費、繍品官、 1 町長が包める補助対

原材料官等で町民が認 自民経費円4分的3以内

地場直l'i円宵 的るもの@ とする.

成:?F~及び持 2 当政事業に国、迫文

産品的問尭~，~ はそ町他的団体存か勺

業 補助がある2品合は 当

詰補助相当闘を陪障す

る.

ふるさと創生事業

実施要綱決まる/

川川川11111

事業のうち町が補助を行う場合の補助額等

政
治
家
の
寄
付
は
、
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
ま
す

第
百
十
六
回
国
会
で
、
「
公
職
選
挙
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
十
二
月

十
九
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
囲
内
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
金
の

か
か
ら
な
い
政
治
的
実
現
と
選
挙
町
公
正
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
寄
附
の

禁
止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
二
年
二
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

川
政
治
家
(
候
補
者
、
候
補
者
と
な

ろ
う
と
す
る
者
お
よ
び
現
に
公
職
に

あ
る
者
)
は
、
寄
付
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と

(
政
党
や

親
族
に
対
す
る
も
の
お
よ
び
政
治
教

育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な

い
実
費
の
補
償
は
除
か
れ
ま
す
。

)

は
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る

も
の
で
あ

っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
お
り

次
の
も
の
を
除
き
す
べ
て
罰
則
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
り
出
席
す
る
結

婚
披
露
宴
で
の
祝
儀
.

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬

式
や
通
夜
で
の
香
典
。

①
や
②
で
あ

っ
て
も

選

挙

に

関

し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常

一
般
的

そ
の
主
な
内

社
交
円
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は

処
断
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
政
治
家
以

外
の
人
が
、
政
治
家
名
義
的
寄
附
を

す
る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ

れ
ま
す
。

※
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
賀
町

補
償
の
っ
ち
、
食
事
や
食
事
料
向
後

供
は
禁
止
さ
れ
、
前
則
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

る，台 (2)
と家有
処をJ在
罰陥t者
されいが
れ る威、
ま目迫Y
す的し
でて
寄あ

'fする
をい

求は
め政

政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ

う
に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し

て
あ
る

い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は

被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘

や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
名
義
的
寄
附
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求
め
る

と
処
制
さ
れ
ま
す
。

ω政
治
家
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ
い

さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
勺
れ
ま

す
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
向
を
除
き
、
年
賀
版
、
暑
中
見

舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

(電
報
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
)
を

出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

川
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ

い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

す
政
治
家
や
後
按
団
体

(
い
わ
ゆ
る

後
援
会
)
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、

新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な

ど
に
よ
り
、
有
料
の
広
告
(
い
わ
ゆ

る
名
刺
広
告
な
と
)
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

町
の
ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円
事
業
は
、
町
民
の
声
を
広
く
反
映
し
よ
う
と

設
け
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
検
討
委
貝
会
」
の
答
申
を
尊
重
し
、
年
次
計

画
(
三
カ
年
)
で
一
億
円
を
加
算
し
て
、
二
億
円
の
基
金
積
立
に
よ
る
毎
年

皮
肉
運
用
益
を
も
っ
て
、
町
の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
を
十
二
月
定
例
町
機

会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
王
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
具
体
的
な

実
施
要
綱
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

わ
が
町
、
今
金
町
の
地
域
振
興
を
真

剣
に
考
え
、
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

が
恒
久
に
続
く
こ
と
を
願
い
、
次
の

四
項
目
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

①

教

育

分

化

産

業

・
福

祉

環

境
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
広
い
知

識
、
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
国

内
外
で
の
調
査
、
研
修
や
交
流
事
業

へ
の
補
助
②
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
、
研
修
、
研
究

会
な
ど
の
開
催
に
関
す
る
補
助
③
地

場
産
業
の
育
成
、
特
産
品
の
開
発
事

業
へ
の
補
助
⑥
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と

創
生
に
必
要
な
事
業
で
す
。

本
事
業
の
決
定
ま
で
に
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
数
の
町
民
の

皆
線
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

• tJ 

な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対

し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料

の
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

後
援
団
体
(
い
わ
曲
る
後
援
会
)

が
、
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
そ

の
ほ
か
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出

し
た
り
、
後
援
団
体
内
設
立
目
的
に

よ
り
行
う
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄

附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ
の
時

期
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ
れ

ま
す
.

ω後
援
会
が
、
花
輪
、
祝
儀
な
ど
を

出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す

掛

ω、
ω、
山
川
お
よ
び

ωに
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す
と
公
民
権
停
止
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

金のかからない政治選挙のために

寄附禁止のルールを守りましょう

祭りの寄附

葬式の花輪や香典

1
 
3
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記
愈
碑

吋
信
組
新
繭
嚇

L

先人を偲び

を
建
立

極
川
地
区
農
業
構
造
改
善
推
進
協

議
会
で
は
、
同
地
区
の
農
業
構
造
改

普
事
業
が
竣
工
し
て
二
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
近
代
牒
業
の
確
立

を
目
指
し
た
先
人
の
開
拓
魂
を
後
世

に
伝
え
よ
う
と
下
種
川
部
落
会
館
に

記
念
碑
を
建
て
‘
十
二
月
二
十
三
日

防
火
@
奮
い

今金消防団出初め式

新

定

桧
山
広
域
消
防
組
合
今
金
支
署
の

出
初
め
式
が

一
月
六

日
、
行
わ
れ
ま

し
た
。

連
続
固
本
一

後志、利別川

を

P 

R 

第4回高齢者と子供の集い

ゲ

ト
苅電

fl¥L? 
と

演
芸
愛
換

を
蹴
闘
し
む

町
と
教
育
委
員
会
主
催
の
第
四
国

間
齢
者
と
子
供
向
集
い
が
一
月
十
日

総
合
体
育
館
と
老
人
福
祉
セ
ン

7
1

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
保
育
園
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
大
勢
町
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
ゲ

l
ト

ポ
ル
大
会
で
は
、
小

・
中
学
生
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
二
十
一
日
百
二
十

五
名
が
参
加
。
年
が
改
ま
っ
て
初
め

に
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
a

除
幕
式
は
、
町
助
役
、
農
協
組
合

長
、
部
落
関
係
者
外
多
数
の
方
が
見

守
る
中
、
当
時
司
会
長
故
原
口
昌
己

氏
の
子
息
民
治
氏
と
副
会
長
八
重
樫

栄
三
郎
氏
の
子
息
隆
氏
一
一
人
の
手
に

よ
っ
て
除
官
帯
さ
れ
ま
し
た
。

巴

今
金
、
種
川
、
花
石
各
分
団
々
員

百
一
一
名
と
消
防
車
五
台
が
雪
降
る
町

内
を
パ
レ
ー
ド
し
た
後
、
町
長
、
消

防
団
長
等
の
祝
閲
を
受
け
、
今
年
一

年
同
火
災
予
防
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
途
中
、
十
カ

一
附
で
団
員
に
よ
る
木
給
ヤ

y

コ
1
振

り
等
、

三
極
的
ま
と
い
振
り
が
披
露

さ
れ
、
沿
道
的
見
物
人
か

句
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
町
民
セ

ン
タ
ー
で
長
年

同
功
労
を
た
た
え
て
、
北
海
道
知
事
、

• • 
函
館
開
発
建
設
部
で
は
、
全
国
の

一
級
河
川
で
昭
和
六
十
二
年
度
、
六

て
の
ゲ

l
ム
が
体
育
館
内
フ
ロ
ア
い

っ
ぱ
い
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。盈
に
は
、
豚
汁
等
の
食
事
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
、
食
事
を
食
べ
な
が
ら
の

小
百
合
保
育
園
、
今
金
保
育
所
幼
児

の
か
わ
い
ら
し
い
お
遊
戯
発
表
や
老

人
ク
ラ
ブ
貝
内
踊
り
も
舞
台
い
っ
ぱ

い
に
披
露
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
り
も
仲
間
的
声
援
を
受
け

な
が
ら
、
再
び
熱
的
こ
も
っ
た
プ
レ

ー
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
は
、

交
流
と
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

記
念
碑
は
、

地
元
か
ら
探
石
し
た

高
さ
ニ

μ
幅
一
、
七

μ
重
さ
約
六
、

五
J
の
み
か
げ
石
で
「
拓
新
魂
」
と

刻
み
込
ま
れ
た
大
き
な
立
派
な
も
の

で
す
。同
事
業
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
町

や
農
協
、
土
地
改
良
区
内
指
導
で
地

区
推
進
協
議
会
が
発
足
し
て
事
業
を

着
工
し
、
同
四
十
四
年
に
受
益
戸
数

三
十
八
戸
、
総
事
業
費

一
一
、

九
四

七
万
円
、
受
益
面
積

一
O
八
、
八
お

を
施
工
し
て
同
事
業
を
終
え
た
も
の

で
す
。除
幕
式
に
引
続
き
、
農
協
会
犠
室

で
式
典
、
祝
賀
会
が
俄
さ
れ
、
事
業

推
進
当
時
を
振
り
返
り
、
苦
労
し
た
こ

と
や
思
い
出
に
話
し
が
は
ず
ん
で
い

ま
し
た
。

消
防
協
会
長
表
彰
な
ど
の
伝
達
が
あ

り
ま
し
た
。

十
三
年
度
、
二
年
連
続
日
本

一
と
な

っ

た

後

志

利
別
川
を

P

R
し
よ

う
と
記
念
的
案
内
板
を
今
金
橋
上
流

左
岸
に
十
二
月
二
十
日
完
成
さ
せ
ま

し
た
。完
成
し
た
案
内
板
は
、
三
本
の
落

葉
松
の
自
然
木
を
樹
種
加
工
し
て
、

高

さ

三

五

μ
幅
二

μ
に
並
べ
、

「
清
ら
か
な
美
し
い
川
」
と
標
語
を

あ
し
ら
い
、
そ
れ
に
利
別
川
水
系
で

採
石
し
た
虎
石
、
大
理
石
等
三
つ

(
総
重
量
三
J
)
を
庭
園
風
に
配
し

た
も
の
で
す
。

平成元年度歳末たすけ合い義援金

各自治会町内等の歳末たすけ合い義援金は次のとおりです。

大勢のみなさまの善意とご協力ありがとうごさいました。
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J
河
@
皇
儲
す
園
』
巴

今金ライオンズクラブ

ク
リ
ス
マ
ス

ブ
レ
ゼ
シ
ト

を
贈
る

防火を奮い市中を堂々の符進

戸
シ
コ
ー
ル
@

声
hv傘
凪
四
@

小百合保育園お遊畿会

飛
入
り
も

• 1. 
小
百
合
保
育
園
お
遊
戯
会
が
十
二

月
十
六
日
出
同
園
で
賑
や
か
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

六
十
人
の
園
児
は
、
父
母
等
の
見

守
る
中
、
二
千
年
前
の
イ
エ
ス
さ
ま

が
ど
の
よ
う
に
お
生
ま
れ
な

っ
た
か

を
演
ず
る
「
聖
劇
」

外
、
趣
向
を
凝

郷
土
の
ほ
こ
り
、
こ
の
美
し
い
川

を
い
つ
ま
で
も
維
持
す
る
た
め
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ヂR

サンタ喜んから一人ひとリにプレゼントか置られる

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

十
二
月
二
十
日
「
光
の
皇
学
園
」
を

訪
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

手
渡
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
日
は

ち
ょ
う
ど
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
が

賑
や
か
に
催
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、

サ
ン
タ
さ
ん
に
扮
し
た
同
会
員
が
、
八

十
人
の
園
生
一
人
ひ
と
り
に
、
お
菓

子
な
ど
を
結
的
た
大
き
な
袋
を
手
渡

し
ま
し
た。

園
生
は
、
ニ

y
コ
リ
と
笑
顔
や
早

速
あ
け
る
な
ど
、
会
場
は
喜
こ
ぴ
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
外
、
今
年

は
会
員
の
一
人
か
ら
高
さ
二
、
一
ニ
H
M

の
大
き
な
ソ
リ

l
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
て
い
ま
し
た
.

学
園
で
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
毎
年
内

心
温
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感
謝
と
お

礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

( 4 ) 

たんぽぽ姐白雪さん空か勺こん仁ちはです

ら
し
た
八
種
の
舞
ょ
う
劇
や
お
遊
戯

を
元
気
い
っ
ぱ
い
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
犬
山
太
鼓
で
は
、
一
生
懸

命
の
踊
り
に
ア
ン
コ
ル
の
声
が
か

か
り
、
ま
た
、
年
長
組
の
父
母
十
五

人
が
飛
び
入
り
で
、
テ
レ
ビ
町
人
気

番
組
「
ノ
リ
ダ
|
」
を
歌
っ
た
り
、

変
身
す
る
な
ど
お
遊
戯
会
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
お
じ

さ
ん
が
来
図
し
て
、
全
貝
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
配
ら
れ
、
子
供
た
ち
は
大
喜

び
で
し
た
。

252.000同
150.000円
126.000円
254.000問
18.990円
800.990円

義援金は次のとおり配分されました。
ひとり ;詳し老人 42名 X6，000円
要 保積世帯 25世情X6，000円
母子 ・父子世帯 21世帯X6.000円
町内外入院患者 127名 X2.000同
諸経費

計
710，798円
253.125円

162，933同

平成元年度合計
前年度繰越金

Ik年度繰越金

〕5
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予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
い
く
う
え
で
欠
く
ニ
と
の
で
き
な
い

霊
要
な
も
の
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
決
算
は
、
村
本
町
政
第
二
年
度
で
、
種
小
改
築
、
南

団
地
公
住
建
替
、
田
代
橋
自
歩
道
新
設
な
ど
、
昨
年
度
に
比
し
て
九
億
一

千
五
百
万
円
増
の
投
資
的
経
費
が
計
上
さ
れ
る
主
ど
、
積
極
的
な
予
算
と

な
り
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
、
第
四
固
定
例
町
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
経
常
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、
明
る
い
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
町
道
の
整
備
や
産
業
基
盤
の
充
実
、
福
祉
の
向
上
や

町
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
一
年
聞
の
決
算
の
内
容
を
グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。決算のfIIlさき一般会計町民一人

当りの決算額

歳入 656，517円
(内町税 61，581円)

う使われたー的に限られた財源を効果
特別会計決算の状況

歳出 654，419円
、司圃

償
却
珂

8
1
4
 

R
5
1
 

2
7
 

1
 
6
 
〔

1，308，471千円
247，371千円
80.913千円
26，750千円
47，161千円
4，084千円
76，129千円
134，243千円
28，278千円
371，042千円
250，000千円
5日日日千円
37，500千円

商工費
103，393 
1.9% 

基金
財政調整基金
国保事業財政調整基金

簡水財政調整基金

土地開尭基金

簡水事韓基金
美利河公共用地等基金

国営土地改良支払基金
奨学資金貸付基金
図鑑瀬棚線代替輸送
確保基金
滅慣基金
高林宝庫基金
農地車動此対輩黄金貨付基金

町有財産の状況 I

内

訳

1.4% 
0.9% 
1.4% 
0.9% 

証券・債券・
その他の権利

尊
36，420千円

一般会計・特別会計で使われたお金

79億79，220千円です。

7
4
4
2
 

沼
缶
百
市

2
B
5
9
 

7
4
7
4
 

固因園田
地方誼与常駐
自動車取得税宝付金
使用料丑び手数料
分担金)，1.(1負担金

駐車酔

唱Ei
キヰ

1，244同

鞠

40台

1.5% 
0.4% 。1%。1向。0%

車

山

叩
問
問
問
卿

ω

m
m
3
5
1
 

型車

主主ゐ
1，437，365m' 

財産収入
繰越 金
利子割 空 付金
寄附金
主通安全対策特日空付金

物

63，226m' 

土地

建

土

It 

• 

• 

• 

(千円)

~与" 言十 名 歳 入 歳 出 差 ヲl 額

国保特別会計事業勘定 735，999 732，994 3，005 

簡易水道事業特別余計 116，786 115，161 1，625 

老人保健特別会計 755，898 755，883 15 

収益的収入及び支出

総 ヰx 益 総 資 用 差 ヲ| 事頁
888，880 1，001. 691 ム 112，811

単年度純担長 112，811千円の赤字。，Jf-字削につい は繰越欠損金として処

国保特別会計施設勘定 翠担。
資本的収入及び支出

ヰ又 入 支 出 差 ヲ| 右翼

36.771 40.625 ム3，854
資本的収支の不足額 3，854千円は繰越欠航勘定留保資金をもって補てん。

。昭和63年度の主な事業は次のとおりです。

く補 助事 業〉 (千円) 〈単独卒業〉 (千円)

主E I11 改築 卒業 291，412 極川小外桃工事外整備事業 96，627 
南団地公営住宅建替事業 157，558 美利河温泉野外活動施設整備事業 35，000 
農業構造改善農山村地域活性化緊急剛肘荒事業 129，972 光台地区良免農道技備事業 34，997 
団代橋白歩道新設事業 119，720 山村振興対策緑地等利用施設整備事業 31，314 
畑の沢橋架換事業 73，640 御影光台線道路改良事業 30，950 
第2モウセウン地区排水対策事業 68，263 八束地区ほ場整備事業 29，422 
豊田左岸地区小規模排水対策事業 52，029 公園線道路改良舗装事業 28，799 
本 村 椴架 換事業 50，870 やすらぎ宣言図造成事業 24，900 
濁川住吉線道路改良 卒業 50，000 美利河環状線道路舗装事業 23，380 
農業構造改善地域農業拠点劉商事業 48，969 神丘2期地区畑地帯総合土地改良事業 23，103 
普通林道小原線開設事業 48，249 都市計画総合公園造成町単事業 20，503 
南 通 線街路事 業 47，796 踏 切 改 良 事 業 19，379 
八束高台線道路改良事業 46，000 防 雪 相}設置取外し事業 17，920 
日進地区農道整備事 業 40，594 神丘 7号線道路舗装事業 16，985 
豊田線道路告iIi装事 業 33，920 国営北桧山左岸かんばい事業 16，832 
金原旭地区小規模排水対策事業 27，509 神丘10号線道路舗装事業 16，500 
都市計画総合公園造成事業 26，000 神丘地区畑地帯総合土地改良事業 16，288 
怒川地区小規模排水対策事業 25，781 町 道新設改良町単事業 15，531 
八束初回地区排水対策事業 25，432 今金町史作成事業 15，198 
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うすぐ 1年生
今年は98人

長一……のみなさ
んは期待に胸ふ〈らませていることでLょう。各学校ではや さしい

お兄さんやお姉さんがみなさんの入学を待っています。今年入学さ

れるみなさんを紹介Lます。名前のもれている入、転入された人は

教育委員会まで連絡下さい。

も
画
面
画

く

つ神

丘

小

四

年

河

田

功

く
つ
は
歩
〈

ど
こ
ま
で
も
歩
く

ご
主
人
様
を
の
せ
な
が
ら

く
つ
は
こ
ら
え
る

ず
っ
と
こ
ら
え
る

い
く
ら
重
い
人
で
も

く
つ
は
き
れ
い
ず
さ

毎
日
毎
日
き
れ
い
ず
き

き
れ
い
じ
ゃ
な
い
と
歩
か
な
い

く
つ
は
二
人

い
つ
で
も
二
人

二
人
が
い
な
い
と
歩
か
な
い

早
く
仕
事
に
な
れ

お
役
に
た
ち
た
い

半
田
三
枝
さ
ん
M
附

頑張ります

今春入学する今金保育所ひま
わり組のみなさんです.

極 中花学
" 綾
川 里石 名

敬称略

八

束

金

原

盟

問

神

丘
今

金 " 

村佐横舘猪松t!:山悶河川安坂出中国i鈴鈴官飯水伊宮岸上村 垣 本大長安 i度内 三 中 嶋 佐
ケ i~!

上藤地図股永井田中国崎藤井口野元木木又谷野藤本本旺II輔本島場崎達辺助橋島 竹

名

性

別

由

美

子

女

拓

也

男

沙

織

女

直

幸

兇

圭

則

"

理

恵

女

時
間
美

里

砂
充

隆

浩

香

里

真
由
央

小
百
合

将

己

裕

介
司

千
恵
子

比
恭
子

大

介
佐
江
子

千

裕
未

来

剛

光

直

也
優

季
連

裕

紋

悲

絵
旦
香

俊

行

一一先

太

大

輔

洋

宗
一

也

正

也

康

史

記

一

新

作• • 
園
国
司圏

" " " " " " " " " " 11 " " 今
金
小
三
年

大
崎

晃
司

町
春
三
月
に
弘
前
向
大
学
を
卒
業

し
て
、
十
二
月
か
ら
良
章
改
良
普
及

所
今
金
駐
在
所
に
農
業
改
良
普
及
員

と
し
て
勤
め
ま
し
た
.

「
三
年
前
に
道
東
を
パ
イ
?
で
肱

行
。
そ
の
と
き
広

い
北
海
道
に
憧
れ

た

そ

の
闘
い

が
か
主
い
ま
し
た
。

所
で
は
畑
作
(
野
菜
}を
担
当
し
ま
す
.

先
曜
や
毘
京
何
人
に
い
ろ

い
る
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
早
〈
お
世
に
立

て
る
よ
う
頑
強
り
た
い
と
思
い
事

1
1
」

半
田
さ
λ
は
怯
岡
県
天
王
町
出

身
で
お
父
さ
ん
は
瞳
車
問
師
向
仕
事

を。

二
人
師
弟
町
長
女
で
す
.
趣
味

は
、
フ

ル
ー
ト
、
バ
イ
ク
に
よ
る
ツ

1
リ
〆

F
・

ス
キ

l
L
拍
め
た
い
と

い
7
現
代
的
な
可
霊
〈
て
明
る
い
組

長
、，ん
4
1
、み
'
・

" 

保
護
者

(
紀

道

)

(三
喜
雄
)

(
正

勝

)

(秀

之
)

(祐

二

(
教

勝

)

(敬

二

(正

則

)

(義

光

)

(
正

信

)

(

潔

}

(腐

こ

(喜
三
男
)

(

実

)

(

勉

)

(秀

二

(
次

男

)

(

勉

)

(保

久

)

(政

秀

)

(一

雄
)

(健

司

)

(孝

之

)

(

清

)

(
四

男

)

(
輝

雄

)

(克

彦

)

(伸

幸

)

(

稔

)

(
政

光

)

(

朗

こ

(
久
枝
)

(
和
雄
)

(雅

彦

)

(正

勝

)

(信

男

)

(恵

子

)

" 
学
校
名

今

金

加斉船谷山岩戸内千奈花大上河富安津滝水相土木久花斉上上波中末高松佐日日渡田
世

田佐団長業良井松田村崎藤山海本津田村谷井藤村村部山庚野本藤置置辺中氏

11 " 

" 男tr 1x 11 

" " 

" 男

" 

" 

" 

"女"

" " " 

"女手j

" " " 

" 

" 

男

" 

" 

" " 

男"女"

" " " " 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

"男

" " 

" " 

種
川
小
一
年
あ
だ
ち

た
い
さ
く

8 

種
川
小
三
年

長
崎

八
東
小
六
年

阪
弁

可
み
ん
な
の
広
場
」

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
盲
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

か
す
み 藤藤木
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名

性
別

幸

江

男

恵

子

"

明
日
香

芳

恵
静舞

真
奈
美

志

穂
亜

希

万
里
子唯

英

子

巧

子

美
栄
子

香

菜
翼

智
恵
子

千

智

香

菜
怜

加

絢

子
有

未
弥

生

香

織
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学
校
名

今

金
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々 相
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保
護
者

(明

弘

)

(美

芳

)

(英

廃

)

(晴

美

)

(洋

二

(

圃
且

)

(一

彦
)

(利

雄

)

(
忠
男
)

(千

秋

)

(一

道
)

(敏

博

)

(

進

)

(芳

勝

)

(

満

)

(奈
良
随
一
郎
)

(康

男

)

(
正

人

)

(富
士
男
)

(勝

美

)

(秀

光

)

{

孝

)

(

照

幸
)

(
健
示
)
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お
一一一測
も

せ

ま
で
の
差
額
と
が
あ
わ
せ
て
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

接
年
金
額
改
定
的
通
知
は
、
支
払
い

日
ま
で
に
行
わ
れ
ま
す。

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
し

ま
す土
地
・

家
屋
及
び
償
却
資
産
の

課
税
台
帳
を
次
の
と
お
り
縦
覧
い

た
し
ま
す
.
コい一一コ=ロ

一
、
期

間

三
月

一
日
か
ら
同

二
十
日
ま
で

二

、

場

所

役

場

税

務

課

〈
税
務
課
固
定
資
産
税
係
v

-v
確
定
申
告
の
相
談
日
程
に
つ
い
て

次
向
日
程
で
‘
税
務
署
内
戦
貝
が

試
算
方
法
や
申
告
岱
の
書
き
方
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ロレ言

一
、

日

時

二
月
十
六
日
刷
園
、
同

十
九
日
開
i
一一
十
日

ωま
で

午

前
十
時
1
十
二
時
、
午
後
一
時

1
凶
時
ま
で

二
、

場

所

役

場

三
、
申
告
相
談
内
際
に
お
持
ち
い
た

だ
く
む
の

H
事
業
所
得
の
計
算
書
又
は
収
入

(
売
上
)
金
瓶
、
必
要
経
費

(仕

2
月
支
払
に
は
、
昨
年
4
月
以
降

の
改
定
差
額
が
含
ま
れ
ま
す
。

今
固
め
年
金
額
の
引
き
上
げ
は
、

平
成
元
年
4
月
に
遡
っ
て
実
地
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
‘
厚
生
年
金
国
民
年
金

と
も
既
に
そ
れ
ぞ
れ
平
成
元
年
日
、

ロ
月
に
前
月
ま
で
の
月
分
同
年
金
額

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成

2
年
2
月
の
支
払
い
で
は
、
前
回
の

支
払
い
以
降
同
月
分
の
新
年
金
町
額

と
4
月
か
ら
ほ
に
支
払
済
み
の
月
分

検診を受けて明るい健康づくり

2月みんな

• • 

〕O
 
〔

社会福祉協議会だより 2. 1. iO 
接、光町盟学院l担J.，聞 社会福祉協揖会への多制的
ご寄附あリがとうごさ'いました，

Iqi件目白}

〈札幌市〉 tz jr コ烹 ヨ行 j十 iミ
t黄 111 M 〈瀬棚町〉 fi II(スポーツ I，!i

高 If~ iI 細 "1 幸 ii-i -，金[j <さん
〈苫小牧市〉 噸剛.r~人タラブ 同 回 ゆかリ

間 橋 2気 倉 〈北桧山町〉 今金町農業協同組合

〈函館市〉 北怯山小児般会 IJ' 現F ト‘ノ
!主 藤 iJj di 〈今金町〉 今 金柑人公

日谷川 ;7. オ 品 !o 今金町 H亦"$11問
〈小僧市〉 111 ぬ 商 ~; ，、 千 よ

利 係 J事 前 111 商 frli 立正l交正会今金支部
〈妹背牛町〉 スナ y ク i蹄 'M 1i存 7 ラ ワー

rf. 111 N 1I 住々木金年毎日i今金町i宣1M職1<111合
〈森 町〉 111 Eド 靴 時 神丘荷台自治会

金 丸 豊 ~î"i:ライオシ o ラプ 大 含 啓太郎

〈八雲町〉 間 ;I~ I~; 付 ，傾 正 守

近 議 待 倦 日向出直商 l.!i "を 部 商 自
〈長万部町〉 山 '1観】 決 Jt H 間 r~; 

政; b島 ，、 " ユコニコ ・つIf八 (印つ.，:らl1f
〈江差町〉 獅 p .，十ヨ 小肝島 カオノレ

高 図 緋 丙l石 件 相 之 阿 部 手R 助

F 同 春 f支 みなみかわ両信 中堅老人クラブ

〈乙部町〉 'ト同豆 i;:; r~i 醤 楽 食 盆

僑 金四郎 'li 沢 商 2 A コープ今金目
<IJ沢都町〉 東ハイヤ ー 立正1交正会 t~山支部

住 藤 松千代 111 食 附回 力u 藤 保

~t a 武 UI 本 久 e台 今金町商工会絹人部

館中生徒会 外崎鮮魚盾 健川時入金

〈熊石町〉 外量生手，~.!.居 年金町栂人団!;t，t:lH品院全

遣 藤 さ手 11' 釦 国 f主 機 I~ 藤 t白

入
そ
の
他
的
経
費
)
の
わ
か
る
も

の同
源
泉
徴
収
栗

田
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
的

支
払
い
証
明
書

岡
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
内

支
払
額
の
わ
か
る
笹
頬

回
そ
の
他
各
種
控
除
に
必
要
な
耳

宵

M草山川印

V
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

新
年
金
は

厚
生
年
金
2
月
1
日
-
に
支
払
わ

国
民
年
金
2
月
刊
日
」
れ
ま
す

な
お
、
厚
生
年
金
の
う
ち
郵
便
局

内
現
金
払
い
は

2
月
日
日
と
な
り
ま

す。

鐙

〈
八
雲
税
務
署
〉

V

『
特
設
人
権
心
配
-
-
と
相
絵
所
』

の
開
設
に
つ

い
て

次
の
と
お
り
「
特
設
人
権
心
配
ご

と
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

戸ト】
-一宵
ロ

項 目 対且者 実施日 時 間 対草地区 会 当場 内 害

① 宇L 児 相 E車
生陸6. 9ヶ月

1日間 受13付00-13:30 全地区 町民セ/タ 保健指導、身体計測
児

② 麻しん{はLか) 生憧18-36ヶ月 1日同 午前中町診擦時
" 
富田、岩間医 l回接種

子 防 t長 位 児 20日(泊 間 院、国保病院 日曜、祝日は体診

③ 'i'節1i'務者柑診 季節労務者向方 2日働 10: 00-12: 00 仰 町民センター
胸部X線撮影、問診、尿検
査、血液検査

5日開) 老人福祉セノタ

@ 骨直 相 2災 全 住 民 19日明) 10: 00-15: 00 何 老人福祉センタ 健康相談、保健指噂

26日開) 町民センタ

満30歳以上向婦
受付

⑤ 手Lガン検診 68i'JO 8:00-9:00 " 老人福祉セノタ 医師による触診
人

12: 00-12: 30 

@ 鍋人科鞭診 " 
6日似d

" " " 細胞診轍査
9 8 ~曲

⑦ \~I ガン 検訟
揃35歳以上の男

" 
受付

" " 服部X線撮影
古 7 : 00-8 : 00 

⑧ 妊 締 相 2主 .1 掛町方 13日(刈
受付

" 町民センター
尿検査、血液暁査

12: 45-13: 15 助産婦診察、歯科指導

@ 育 児 キ目 ;;金 生怯3ヶ月児 15日刷
受付

仰

" 保健指導、身体計測
9:30-10:00 

⑩ 手L 児 相 E主
生後ι7、10、

15日同
受付

" " 
身体計制診察、歯科指

12ヶ月児 12 : 30 -13 : 00 導、栄養指導、保健指導

季節封務者情it
2目的情訟の結

受付 尿検査、 血 液検査、心電
⑪ 果、再度検査を 21日(柑 " " (二次)

要する方
9 :00-10:00 図.1ft底枯査

⑬ 
無医地区巡回 団代、漏底地区

23日幽
受付

" 
南岸生活改善

診療科目 外科
診療 住民 14:30-15:00 センター

⑬ 目立 脱 健 E会
生陸2ヶ月と25

26日伺)
受付

" 今金保健所 股関節X線顕彰日以上向幼児 14:30-15:00 
」一一一←

一
、

日

時

二

月

十
四
日
制
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

二
、
場
所
今
金
町
民
セ
ン
タ

三
、
相
殺
内
答
身
近
な
法
律
問
題

や
人
権
問
題
等
心
配
ご
と

四
、
担
当
者

地
元
人
権
擁
識
委
員

二
名

函
館
地
方
法
務
局
職
貝

一
名

〈函
館
地
方
法
務
局
〉

従

業

員

募

集

今
金
町
字
日
進
に
新
設
さ
れ
た
、

東
北
フ
ァ

ー
ム
側
今
金
農
場
で
は
、

男
子
従
業
貝
五
名
(
凶
歳
以
上
)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
ま

た
は
問
い
合
わ
せ
は
函
館
公
共
職

業
安
定
所
北
絵
山
分
室
へ

宮
④
1
5
7
2
4

• • 
八
つ
園
う
怠
ぎ
の

これはうまいf

ス
タ

ナ
寿
し

莞

戚

今
金
農
協
婦
人
部
(
阪
井
ミ
エ
代

表
)
で
は
、
昨
年
十
月
三
十
日
に
函

館
丸
井
デ
パ
ト
で
開
催
さ
れ
た

，
道
南
米
フ
ェ
ア

l
e
の
当
番
に
あ

た
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
産
品
を
使
っ

た
お
米
料
理
を
研
究
し
よ
う
と
、
関

京
子
生
活
改
良
普
及
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
八
つ
目
う
な
ぎ
の
ス
タ
ミ

ナ
寿
し
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

道
南
米
フ
ェ
ア

l
、

+
一
一
月
一
日

八つ目う なぎのスタ ミナずL
〈濁現日本白後志烈J別川〈舎金田〉で聞判定八つ目う

芯ぎを世間〉
.材 料付人分〉

.*写し米(舎金産き55397) 3力ツプ
現時こんぷ 7田 12区

「酢力、ン7' 1/3瞳 <65-70田〉
翼民古円せ酢 |砂聞 大さじ 2眠 <2(8) 

L塩 小さじ 2両面 (5g) 
襟奥 八つ目う忍ぎ 2-3眉

r疋レ カン71研
|みりん大さじ 2時

視民衆汁 l睡泊 穴さc; 3師
l酒 大さc; 1再
L砂田 大さじ 2相

今
金
農
協
婦
人
部
料
理
研
究
会
の

み
な
さ
ん
で
す
。

一
月
+
七
日
ニ

ン
ニ
ク
の
ピ
ク
ル
ス
を
作
り
ま
し

た
0

4

に
続
い
て
行
わ
れ
た
農
村
婦
人
文
化

祭
に
出
品
し
、
大
変
お
い
し
い
と
好

評
を
得
て
い
ま
し
た
.

試
作
の
と
き
に
工
夫
し
た
点
や
苦

労
し
た
こ
と
は
、
八
つ
目
の
ス
タ
ミ

ナ
と
云
う
イ
メ
ー
ジ
(
ネ
ミ
ン
グ
)

を
前
面
に
、
そ
し
て
、
特
有
の
に
お

い
を
と
る
こ
と
や
、
皮
が
ま
く
れ
な

い
よ
う
に
皮
に
切
れ
目
を
入
れ
、
串

に
き
し
て
焼
い
た
り
、
薄
く
平
に
な

る
よ
う
何
回
も
失
敗
を
く
り
返
し
、

完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

同
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
今
金
の

特
産
品
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
お
未

料
理
を
作
っ
て
み
た
い
と
張
切
っ
て

い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
是
非
-

度
、
試
作
を
し
て
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

減さんしょ
援ささの姦
.作 り方

T米は眼<1時閣前に抗ってざるに上げておきま写。
2 1割咽」白水〈米白水分台胃率によって多少田広る〉
を皿え、由円ふきんーで揖いた毘帽を験き、山lこかけ蝿

醜し疋ら鹿市を回り出して倍過に閉さ京事。
3古杓ぜ酢を咋り、ごl芯んこ混ぜ習しめしを作りさ雰写.
4八つ自民主2祖国ろしにし、串巳さして畦く眠き栴濁モ
かけて奥ゐを銀さまをす.
5眠い定八つ目を熊汁で汁ガらめして、ラ+を回りを安宅ro
6押し昨に留の獲を穀き、すし由しを四閣に'"っかりと
詰めま写、"'1こ異をのせきんレょうをふりかけ、"し
めしを白色、ささの葉でおおい睦〈押しま写。
軽いlIIi5を力lフ1-2時閣串き日未を忽じませ、揖ゐの
犬きさに回る。

6岨

1
 
1
 
1
 
〔



ピ
リ
カ
ス
キ
1
但
留
の

オ
l
プ
シ
隊
、
平
成
一

十
一
一
周
に

2月の休日当番医
院(北桧山)fil③5011 

院(今 金)宮②0324

病

回医

平

ー昌

4目

11日

金)合②0221今金町国保病院(今12日

棚)合⑦3021院(瀬病崎槍18日

金)fil②0057 院(今医間岩25日

年

近
隣
町
村
に
リ
フ
ト
を
完
備
し
た

ス
キ

l
場
が
な
く
、
ス
キ

l
愛
好
者

や
教
育
関
係
者
か
ら
オ
ー
プ
ン
が
待

望
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
ピ
リ
カ
ス

キ
l
場
の
オ
ー
プ
ン
は
、

一
年
延
期

し
、
平
成
二
年
十
二
月
に
オ
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

や今今住民の副館令令令

前月対比

(+ 5) 

12月末現在

7，984人人口

男

女

O 

当
初
今
ン
ズ
ン
か
ら
オ
ー
プ

ン
す
る
計
画
で
あ
り
ま
し
た
が
、
休

憩
所
、
食
堂
、
ト
イ
レ
等
の
設
備
等

が
な
く
、
利
用
者
に
ご
不
便
を
か

け
る
な
ど
イ
メ
ジ
ダ
ウ
ン
は
避
け

ら
れ
な
い
た
め
、
苦
渋
の
決
断
を
し

た
も
の
で
す
。

町
で
は
、
美
利
河
地
区
を
ス
キ
ー

場
、
温
泉
プ
ー
ル
、
温
泉
施
設
の
設

置
等
、
美
利
河
タ
ム
を
核
と
し
て
、

周
辺
の
観
光
開
発
整
備
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
進
め
て
い
ま
す
。

美
利
河
観
光
開
発
の
盤
備
を
進
め

て
い
く
う
え
で
の
、
町
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

(:t 0 ) 

さん長女)神丘新興
ふAの η

郁紀、12月9日(圭三九 2男)大和町

(+ 5) 

(+ 1 ) 

3，875人

4，109人

2，500世帯

g;jおたんじようおめでとう

天沼 の量¥12月8日(寧

世帯数

ふ... 

冬美、 1月2日(順一九3女)イマヌエル
A 畳

美希¥..(.1月8日(隆彦九 2女)目的出町

金
， . 
利香、 1月8日(手IJ孝九2女)鈴

戸田

木谷

天井

必ιJ，t
町商工会膏年舗でU櫨川の国iII<ニある'，"代の紐， ... 
が新:ltili鍾名木<"選定.れたことか勺.これ~
配念Lて11"218 柵1・:;ti(O.9伝の案内板母段
置 Lて.そばを通る人やドライパ の注意をひい a
ています

[ 12) 

相|::i3111/
骨li?11ii
訓 告ii;
司11!?;}

マ
今
月
は
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

町
民
的
聞
に
、
す

っ
か
り
定
精
し
た

第
七
回
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

家
族
揃
っ
て
北
国
の
冬
を
楽
し
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。
マ
い
ま
農
村
婦
人
部

水野

g;jいつまでもお Lあわせに

%佐藤 伊生三(末広町)=小野美由紀江(南栄町)

トヨ九

町緑45歳12月29日博志九鎌田

加藤 トマンケシ58歳12月31日幸男九

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
制
②
O
T
-
-
番

f
l」

上笠岡64歳

圏おくやみもう Lあげます

笹森 12月25日

行

で
は
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
内
八
つ
目
ウ

ナ
ギ
の
ス
タ
ミ
ナ
寿
し
に
続
き
、
今

度
は
、
に
ん
に
く
の
ハ
ネ
一
品
を
利
用

し
て
の
ピ
ク
ル
ス
を
作
り
販
売
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
買
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
、
売
る
と
-Z
、
つ
こ
と
が
い
か
に

艇
か
し
い
か
、
自
り
体
験
し
た
い
の

だ
そ
う
で
す
。
町
お
こ
し
の
た
め

自
分
自
身
の
た
め
、
若
い
人
や
父
ち
ゃ

ん
も
何
か
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
マ

先
日
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

某
校
長
先
生
に
お
会
い
し
、
字
的
間

違
い
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
の
一
旬
一
字
を
見
て
く
れ
て

い
る
人
が
い
る
の
だ
と
思
う
と
大

変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ミ
ス
ゼ

ロ
を
め
ざ
し
て
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

大和町89歳l月11日定治九伊藤

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


